
機器コ  ード  ：60033391047300

警  告
 ■工  事  される方への  お願  い

 ●機器を  正  し  く安全に使用  して  い  た  だ  く  ために  この  「設置工  事説  明  書  」をよ  く  お読みになり  、指定  され  た工  事を行って  く  だ  さ  い  。

 ●本品を指定  する機器に使用  して  く  だ  さ  い  。

 ■  同  梱  部品の確認  梱包の  中に  下記の  部品  が入って  いる  ことを確認  して  く  だ  さ  い  。

収納ボックス 設置工  事説  明  書

 ■取り付  け方法
 　１  ．  ①収納ボックスに組み付  け済みの  ②収納ボックス  下をビス４本を外  して取り外  す  。

 　  　  　取り外  し  たビスは再度使用  する  ため  紛  失  しな  いよ  うに保管  する  。
 　２  ．機器本体よりフ  ロ  ントカバ  ーをビス４本を外  して取り外  す  。
 　３  ．  ①収納ボックス上  部に機器本体上  部を  小ネジ  （機器本体付  属品  ）  、  ワッシ  ャ  ー大  （機器本体付  属品  ）で取り付  ける  。

 　４  ．  ②収納ボックス  下を１  ．で取り外  し  たビス４本を使用  して  ①収納ボックスに取り付  ける  。
 　５  ．  ②収納ボックス  下に機器本体  下  部を  小ネジ  （機器本体付  属品  ）  、  ワッシ  ャ  ー  小  （機器本体付  属品  ）で取り付  ける  。

 　６  ．  ④パッキ  ン  （  長  ）を機器本体と  ①収納ボックスの  長手の間に  、ね  じれ  ・  隙間な  きよ  うに  押  し入れる  。
 　  　  　  （パッキ  ンは方向  性  が  あるので  注意  する  こと  ）

 　７  ．  ⑤パッキ  ン  （短  ）を機器本体上  部と  ①収納ボックス上  部  および機器本体  下  部と  ②収納ボックス  下に  、
 　  　  　ね  じれ  ・  隙間な  きよ  うに  押  し入れる  。  （パッキ  ンは方向  性  が  あるので  注意  する  こと  ）

 　８  ．機器本体にフ  ロ  ントカバ  ーをビス４本で取り付  ける  。
 　９  ．  ①収納ボックスを  ⑥M5ビス5本で金枠に取り付  ける  。

１０  ．金枠扉と  ①収納ボックスの気  密  性確保の為  、必要に応  じ  ①収納ボックスのフ  ラ  ンジ全周に  ③パッキ  ン  黒を貼り付  ける  。

収納ボックス

品番 品  　  　  名 個  数 備  　  　考

パッキ  ン  黒

１

６ 接  着面  あり

パッキ  ン  （  長  ） ２ 接  着面な  し

１

２

３

４

収納ボックス  下 組み付  け済み

機器本体

 ①収納ボックス

 ⑤パッキ  ン(短)

 ⑤パッキ  ン(短  ）

 ④パッキ  ン(  長)

 ④パッキ  ン(  長)

金枠

 ⑥M5ビス

 　  　  　  小ネジ

 （機器本体付  属品  ）

   ワッシ  ャ  ー大

 （機器本体付  属品  ）

   ワッシ  ャ  ー  小

 （機器本体付  属品  ）

機器本体フ  ロ  ントカバ  ー

 ②収納ボックス  下

 （組み付  け済み  ）
ビスビス  ※ ※

 ※のビスは組み付  けのビスを
外  し再度使用  する

パッキ  ン取付時

 ③パッキ  ン  黒

金枠扉と  ①収納ボックスの気  密  性確保の為  、
必要に応  じ  ①収納ボックスのフ  ラ  ンジ全周

 （網掛  け  部  ）に  ③パッキ  ン  （  黒  ）を貼り付  ける  。

パッキ  ン取付時

 　  　  　  小ネジ

 （機器本体付  属品  ）

型  式  名:SB-8109

品番 品  　  　  名 個  数 備  　  　考

M5ビス

パッキ  ン  （短  ） ２

５

接  着面な  し５

６
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8A2010

 圧縮方向

 圧縮方向

Ａ面

A面'

A-A'面  が
収納ボックス
と機器本体に
接  する方向で
使用  する

 圧縮方向

 圧縮方向 Ｂ
面

Ｂ
面

' B-B'面  が収納ボックス
と機器本体に接  する方向
で使用  する

表  示につ  いて  （表  示の意  味は  次のよ  うになって  いま  す  ）

警  告  この表  示を  無  視  して  、作業を誤っ  た場  合に作業者  が  、ま  たは  その作業後の不具  合によって
使用者  が  死亡  、重傷を  負  う可能  性  、ま  たは火災の可能  性  が想定  される内容を  示  して  いま  す  。

 注意  この表  示を  無  視  して  、作業を誤っ  た場  合に作業者  が  、ま  たは  その作業後の不具  合によって
使用者  が軽傷を  負  う可能  性や  物的  損傷の  発  生  が想定  される内容を  示  して  いま  す  。


